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や骨棘形成を生じることも少なくない．臨床用 CT や MRI ではこのような骨の構造的
変化を全体像として捉えることは可能だが，骨微細構造を in vivo で解析した研究は
これまで報告されていない． 
高解像度末梢骨用定量的 CT(High-resolution peripheral quantitative computed 
tomography: HR-pQCT)は，主として骨粗鬆症の研究に使用されており，ヒト生体の骨





対象は 17 名の野球投手である（高校生 8 名，大学生 3 名，社会人野球選手 6 名）．
平均年齢は 20.2±3.9 歳 (16.2-29.1 歳)，また，投手を始めてからの継続期間（投手
歴）は平均 8.4±5.5 年(0.5-22.0 年)であった．肘関節の骨折歴や手術歴を有する者
は除外した．画像解析ソフトウェアを用いて，上腕骨小頭（以下小頭）および上腕骨
滑車（以下滑車）の海綿骨内の 6.5mm 立方体を関心領域として抽出したのち，骨密度
と骨微細構造（骨梁体積密度，骨梁幅，骨梁数，骨梁間距離，structure model index 
(SMI），連結性密度）を解析し，投球側と非投球側および小頭と滑車で比較した．さ
らに投球側の各パラメータと年齢，身長，投手歴との相関性を調べた．統計解析は
Paired t-test およびピアソンの積率相関を用いて，有意水準を 1%とした． 
 
結   果 
小頭の骨密度は投球側で 159.3 ± 42.8 mg/cm3，非投球側は 137.4 ± 33.4 mg/cm3
であり，投球側が有意に大きかった．また骨梁体積密度は投球側 24.1 ± 5.8 %，非





 小頭と滑車を比較したところ，投球側の骨密度は小頭 159.3 ± 42.8 mg/cm3,滑車
82.6 ± 29.7 mg/cm3，骨梁体積密度は小頭 24.1 ± 5.8 %，滑車 13.0 ± 4.5 %，骨
梁幅は小頭 247.3 ± 32.2 μm，滑車 207.0 ± 22.5 μm，骨梁数は小頭 0.72 ± 0.10 










考   察 
本研究では HR-pQCT による肘関節の撮影方法を確立し，野球投手の肘関節の上腕骨
遠位部における骨微細構造を解析した．投球動作では肘関節の外反ストレスによって，
腕橈関節では小頭と橈骨頭の間に圧迫力が加わるとされており，繰り返される力学負
荷によるものと考えられた．一方，滑車の投球側と非投球側では明らかな有意差がみ
られなかった．腕尺関節では牽引力が加わるとされているが，滑車の海綿骨レベルで
は骨微細構造の変化をもたらすほどの大きなストレスは加わっていないと推測され
た．また小頭と滑車の比較では投球側のみならず，非投球側でも小頭の方が密な骨梁
構造を呈しており，日常生活レベルでも腕橈関節の方が腕尺関節よりも負荷が加わっ
ている可能性が考えられた． 
 
 
